
　アート・アスレチック教育センターが、本年度の4月から本学に新しいセンターとして立ち上がりました。まずは、
心よりお喜び申し上げます。本センターの構想は、足掛け 4 年ほどの取り組みの中で実現されたものとなること
を考えると、喜びもひとしお、というところがあります。本学の大きな特徴の一つは、芸術・スポーツ系の広い意
味での研究と教育の資源をとてつもなく多く有しているところです。本センターが、そうした豊かさを、持続可能
性と更なる発展のためのハブとなって、担っていくことを願っています。

　本年４月より、本学に国内初となる『アート・アスレチック教育センター』を文部
科学省からの予算措置を得て開設いたしました。本センターは、芸術やスポーツの持
つ特性から学校教育、社会教育のあり方を再考し、本学における持続可能な芸術・スポー
ツの活動やその学内外への振興を図ることを目的としています。また、本学における
芸術とスポーツに関する人材や施設を活用し、産学連携による教科横断型の教育パッ
ケージの開発、教員養成や教員研修などへの応用、地域と連携した社会教育活動を推
進していきます。
　英語名は、Center for Applied Arts and Athletics Education で、略称は CAAAE（カーエ）となりました。
現在HPを準備中ですが、完成しましたら大学HPなどで改めてお知らせ致します。なお、芸術館２階奥の教室を
センターのスペースとして使用できるように準備を進めています。
　本年秋から、センターのオープニング・イベントとして、音楽・美術・書道・スポーツなどの各種行事を学内で
予定しています。また、パリ・オリンピックの女子柔道の代表に内定している、本学卒業生角田夏実氏のご講演も
予定しております。詳細が決まりましたら、改めてお知らせ致しますので、多くのみなさまのご参加をお待ちして
おります。今後教職員と学生のみなさまにご協力・ご支援頂くことになりますが、どうぞ宜しくお願い申し上げます。
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Topics ▶▶▶ アート・アスレチック教育センター始動！ // 第 1回会議の報告 // 今後の予定

　東京学芸大学教育インキュベーション推進機構内に、アート・アスレチック教育センター（CAAAE）が設立されました。
今回は、本センターの立ち上げに際しての想いや関わるメンバー、現在の取り組み内容についてお伝えしていきます。

アート・アスレチック教育センター長　
音楽科教育学研究室・教授　　中地 雅之
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アート・アスレチック教育センター、始動！！

Center for Applied Arts and Athletics Education - CAAAE -）

東京学芸大学　理事
（HIVE 事業・企業連携等担当）　松田 恵示



 看板・ロゴコンペ開催中 ▶▶▷

　本センターの入り口に置く看板の書体と、本センターの顔となるロゴデザインを、それぞれ書道科、美術科の学
生たちに現在考えてもらっています。看板になる書体は今後ロゴデザインと一緒に使うことも検討していますが、
現在続々と集まってきている作品たちを見て学生たちの創造性に感動しています。７月には看板の書体とロゴデザ
インが決まって来るので、ニュースレターやHPに活用していきます。

 HIVE棟ヴァイオリン･ミニコンサート ▷▶▶

　本センター初の試みとして、６月 26日（水）15時から、HIVE 棟で
ヴァイオリン･ミニコンサートを行います。ヴァイオリンの演奏を聴くだけで
なく、演奏に合わせて打楽器を演奏するワークショップも行う予定です。
詳細は次ページのチラシをご覧ください。

Topics ▶▶▶ アート・アスレチック教育センター始動！ // 第 1回会議の報告 // 今後の予定

　４月１６日に飯島会館２階会議室にて、第１回アート・アスレチック教育センター会議を行いました。メンバーが初め
て一堂に会し、センターの方針や今後の課題について話し合いました。まず、センターの構想や位置付けを全体で共有し、
アートとアスレチックの特性を起点として、教科横断や産学連携のプロジェクトを実施し、教育パッケージを開発するこ
とや、大学の設備・施設を地域と共有する事例をつくること、教員養成の講座を開発することなど、目標を明確にしました。
センターが中心となって学内や学外とを繋げ、アートとアスレチックそのものがもつ面白さや楽しさを生かして、
STEAMやリベラル・アーツの視点を踏まえた取り組みを行っていきます。
　次に、①領域横断型活動開発、②地域連携･AA活性化、③理念的研究の
３つのワーキング･グループ（WG) に教員を配置し、チーフを決定しまし
た。今後それぞれの WG で月に一度話し合い、プロジェクトを進めてい
きます。
　他にも、ロゴや看板、ホームページの作成、STEAM 教育に関する研修
を行なっていくことなど、今後センターが活性化していけるよう様々な案
が出ました。

第１回アート・アスレチック教育センター会議第１回アート・アスレチック教育センター会議

--- 各ワーキング・グループ（WG）の構成 ------ 各ワーキング・グループ（WG）の構成 ---
第１回 会議の様子第１回 会議の様子
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①領域横断型活動開発

アート・アスレチックの持つ「面
白い！」を起点に、様々な教科を
横断させ、学びを深めるための教
育パッケージを開発します。

②地域連携

大学の人材や施設を地域に開くこ
とで、地域と連携して学びやつな
がりを活性化させる仕組み・場づ
くりをしていきます。

③理念的研究教科

横断的学習の基礎となる、
STEAM 教育などの教育理念に
関して検討していきます。

今後の予定今後の予定
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